
解答・解説 

 

Q3. 正解 (A) 

「ピンポイント」と日本語でも言うぐらい普及している言葉ですね。考え方としては「pin = 針」が「point = 示す」、つまり

針が示すぐらい「細かく、詳細に」というニュアンスがとれていれば大丈夫でしょう。 

 (A) identify precisely – O  precisely = 正確に、精密に 

(B) make an argument for – X  make an argument for = 立論する 

(C) describe – X  ～を表現する、述べる 

(D) understand – X 理解する 

 

Q4. 正解 (D) 

 簡単な覚え方としては genius = 天才 をベースとして、ingenious（形） =独創的な、頭の良い、そしてその名詞形、

「発明の才、工夫、巧妙さ、精巧（さ）、創意」とつなげましょう。 

 

(A) ambition – X 野望 

(B) sincerity – X 誠実さ 

(C) faith – X 信頼、信用 

(D) cleverness – O 器用、賢さ、手際よさ、利口 

 

Q5. 正解(C) 

Teotihuacan の発展の主要な要因として Paragraph 2 で挙げられていないのはどれか、が問われています。逆を言え

ば、その要因として本文で挙げられている選択肢を消去します。Paragraph 2 と読む範囲は限定されていますので、あ

まり時間はかからず探すことができますね。必要な部分はここですね： 

 “Among the main factors are Teotihuacan’s geographic location on a natural trade route (D) to  

the south and east of the Valley of Mexico, the obsidian resources in the Teotihuacan Valley (A) 

itself, and the valley’s potential for extensive irrigation (B).” 

 

(A) The presence of obsidian in the Teotihuacan Valley 

(B) The potential for extensive irrigation of Teotihuacan Valley lands 

(C) A long period of volcanic inactivity in the Teotihuacan Valley 

(D) Teotihuacan’s location on a natural trade route 

 

というわけで(C)の volcanic inactivity に関しては記述がないので、(C)が正解となります。 

 

Q8. 正解 (C) 

単語問題ですね。単語が含まれる文にヒントがないか確認しましょう。 

 

The archaeological evidence clearly indicates, though, that Teotihuacan was the center that did arise as 

the predominant force in the area by the first century A.D. 

 



その前に center という単語がありますので、何となく「中心、重要」に近い意味になるのではと推測できます。 

(A) most aggressive – もっとも攻撃的な - X 

(B) most productive – もっとも生産的な - X 

(C) principal – O   principal = (形)主要な （名）学校長、主役 

(D) earliest – もっとも初期の - X 

 

Q9. 正解(A) 

これは Detail もしくは Factual questions と呼ばれる、文中の詳細を問う問題ですね。今回のように該当箇所が

予めハイライトされてわかりやすくなっている場合もあります。さて解答ですが、「近隣諸国よりテオティワカンが競争

にすぐれた理由は何か」という質問に対して、冒頭の “…Teotihuacan’s natural resources - along with the 

city elite’s ability to recognize their potential”に着眼できれば、選択肢の(A)「充分に開発され容易に利用で

きる資源」が一番適切な言い換えになっていることに気がつくでしょう。 

 

(A) A well-exploited and readily available commodity  - O 

(B) The presence of a highly stable elite class – X (存在だけではダメ) 

(C) Knowledge derived directly from the Olmecs about the art of toolmaking – X (道具作りはここでは関係な

い、また直接知識が伝わったとは書いてない) 

(D) Scarce natural resources in nearby areas such as those located in what are now 

  the Guatemalan and Mexican highland - X （隣国にあったから、ではない） 

 


